
ナーシングホーム スタ ッ フ採用方法
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Ⅰ．前提となる考え

Ⅰ．前提となる考え

Point

01

理念共感を呼ぶコンセプト面と高い給与設定が可能な面により

他の老人ホームよりもスタッフが集めやすい

Point

02

スタッフ採用が可能なエリアの目安は車で30以内の移動圏内で人口15

万人以上の商圏、かつ、ナーシングホームが周囲に飽和していない地域

【ナーシングホームのスタッフ採用を行うにあたって】

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

Point

03
スタッフ採用で獲得を狙いたいターゲット層は、病棟看護師

病院で肉体的・精神的ストレスを感じ、在宅訪看に踏み出せない看護師
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Ⅰ．前提となる考え

Ⅰ．前提となる考え
【ナーシングホームのスタッフ採用人数の目安】

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

スタッフ種別 常勤 非常勤
合計人
数

管理者/施設長 1名 ー 1名

サービス
提供責任者

（介護スタッフ兼任）
1名 ー 1名

介護士 4名 4名 8名

看護師 3名 2名 5名

PT・OT・ST ー 1名 1名

スタッフ種別 常勤 非常勤 合計人
数

管理者/施設長 1名 ー 1名

サービス
提供責任者

（介護スタッフ兼任）
1名 ー 1名

介護士 5名 5名 10名

看護師 4名 3名 7名

PT・OT・ST 1名 ― 1名

＜19床モデル～医療保険適用者9名＞
⇒看護師5名～の確保が必要

＜30床モデル～医療保険適用者10名＞
⇒看護師7名～の確保が必要
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Ⅱ．採用のポイント

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

【ナーシングホームにおけるスタッフ採用のポイント】

■ 低コストの採用手法を行うが、しっかりと採用に費用はかける必要がある

■ 各種採用媒体の落としどころは仕事説明会、その後に面接⇒採用の流れ
Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

【ナーシングホームにおける具体的なスタッフ採用手法】

１．ハローワーク
２．折り込みチラシ
（ポスティング）

４．採用パンフレット
自社ホームページ

３．WEB媒体

仕事説明会
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Ⅲ．採用手法

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

①「ハローワーク」のポイント

■ 自社の施設のコンセプトや会社概要説明で理念共感の訴求

■ 給与や待遇の好条件を明確に記載

■ 求める人物像を明確に記載して入社後にミスマッチングをなくす
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Ⅲ．採用手法

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

②「折込チラシ・ポスティング」のポイント

■ 「オープニング求人スタッフ」「エリア初のNH」を最大の訴求ポイントにする

■ 「理念」や「コンセプト」を前面に打ち出す

■ 給与や待遇面にも配慮している内容を記載

■ 50,000部/回のポスティングを目安。反響率は0.03％～0.1％で、15名～50名の応募
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Ⅲ．採用手法

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

③「WEB媒体」のポイント

■ 主軸は、「Indeed」の活用

■ 掲載無料や成果報酬型の媒体「eナースセンター」と「Job Medley」の活用
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Ⅲ．採用手法

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

④「採用パンフレット・自社ホームページ」のポイント

■ ハローワーク、折込チラシ、WEB媒体＋αの採用手法ツール

■ ポイントは、理念共感型や自社のNHのブランディングなど他の手法と同様
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Ⅲ．採用手法

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

【「仕事説明会」のポイント】

■ 座談会という名の、質疑応答。質疑応答という名の、採用面接

■ 「一緒に働きたい」と思わせるために、主催側の職員のマインドセットを事前に行う

■ 1回の開催で15名～20名の集客⇒5人前後の採用、を2～4回開催し、スタッフを確保
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Ⅳ．採用事例

Ⅰ．前提となる考え

Ⅱ．採用のポイント

Ⅲ．採用手法

Ⅳ．採用事例

採用事例①：A社＠関西
 エリア 関西O市にて開設。（市内人口11万人）
 立上げ経緯 デイ、訪問看護の事業経験を経て、初めての施設参入。22室。
 上手くいった 採用は順調に進行。1回開催当たり約30万円の仕事説明会を

4回開催で看護師、介護職ともに人員充足に成功。立上げ5ヵ月で満室。

採用事例②：B社＠四国

 エリア 四国K市にて開設。（市内人口32万人）
 立上げ経緯 デイ併設を主体とした施設を展開してきたが、法改定の方針を

受け限界を感じた。また既存施設で医療的処置が必要となり
退去するケースが頻発していたことからナーシングホーム開設へ。

 上手くいった 採用。仕事説明会を4回開催＋ハローワーク、eナースセンターで
30人の看護師の募集を獲得。
訪問看護管理者経験のある看護師はじめ、急性期病棟経験者、
精神科経験者等多彩なメンバーをスタート時から集めることに成功。

採用事例③：C社＠東北

 エリア 東北A市にて開設。（市内人口32万人）
 立上げ経緯 デイサービスの運営を経て初の施設を「後発の小資本、新規参入

でも競合他社に勝るコンセプト」としてナーシングホーム開設。
※当時、市内に夜間看護師常駐の施設がなかった。

 上手くいった 採用。仕事説明会を4回開催＋ハローワークで介護職、看護師を
充足。看護師は急性期病棟経験のある者中心に7人採用。
夜勤体制は安定。入居者獲得は月6人契約のペースで進行。


